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設計課題「屋内プールのあるコミュニティ施設」

Ⅰ．設計条件
この課題は、ある都市の市街地において、屋内プールのあるコミュニティ施設

を計画するものである。この施設は、幅広い年齢層の地域住民が、生涯学習活動

や健康の維持・増進を図るための活動の拠点として、日常的に利用できるものと

する。

氏　　　名

４．諸要室

気・機械室は指定された階に計画し、その他の室は１～３階に適宜計画する。

下表の室は、すべて計画する。なお、プール室、プール観覧用ギャラリー及び電

計画に当たっては、特に次のことが求められている。

上を緑化する計画とする。

ともに、各部門の動線に配慮した計画とする。

①敷地周辺の環境に配慮した建築物を計画するとともに、積極的に敷地及び屋

②生涯学習部門とスポーツ施設部門とを適切にゾーニングした計画とすると

１．敷地及び周辺条件

①北側

②東側

③南側

④西側

は１箇所当たり６ｍまでできるものとする。

限度は７０％（特定行政庁が指定した角地における加算等を含む。）、容積率の限度

は２００％である。なお、日影についての特別の考慮はしなくてよい。

道路（幅員１５ｍ）を挟んで、商業施設（事務所、店舗等）がある。

道路（幅員１５ｍ）を挟んで、集合住宅がある。

緑豊かな公園があり、景観は良好である。

市庁舎がある。

（１）敷地の形状、接道条件、周辺状況等は、下図のとおりである。

（２）敷地は、平たんで、道路及び隣地との高低差はないものとする。また、歩道の切り開き

（３）敷地は、第二種住居地域及び防火地域に指定されている。また、建ぺい率の

（４）電気、ガス及び上下水道は、完備している。

（５）地盤は良好である。

（６）気候は温暖で、積雪についての特別の配慮はしなくてよい。
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２．建築物

階、地上３階建とする。

この課題の床面積の算定においては、ピロティ、塔屋、バルコニー、屋外階段

等は、床面積に算入しないものとする。

①階段は、幅を１．４ｍ以上、けあげの寸法を１６㎝以下、踏面の寸法を３０㎝

（１）ラーメン構造による鉄筋コンクリート造（一部を鉄骨造としてもよい）、地下１

（２）地下を除く床面積の合計は、２，３００㎡以上、２，８００㎡以下とする。

（３）主要な階段及びスロープについては、次のとおりとする。

以上とする。

②スロープは、幅を１．５ｍ以上、勾配を　　以下とする。
１
１２

①空気調和設備は、単一ダクト方式と個別方式とを併用する。

（４）設備については、次のとおりとする。

②給湯及びプール水の加熱は、給湯ボイラーによるものとし、煙突を設ける。

③エレベーターは、来館者用として乗用１基（ロープ式・１３人乗、かごの床面

積は２．０９㎡以上）を設ける。

３．その他の施設等

①屋上庭園は、１階の屋上に設けるものとし、まとまったスペースで１５０㎡以上

（上部に屋根又は、上階がある部分は算入しない。）とする。

③植栽を計画し、ベンチ、テーブル等の屋外ファニチャー、その他を設置する。

（１）屋上庭園（屋上を緑化したもの）は、次のとおり計画する。

②屋上庭園は、プール室から景観を楽しむように計画するとともに、プール室

から自由に出入りができるようにする。

して２台分を設ける。

（２）駐車場は、地上に平面駐車とし、車いす使用者用として２台分、サービス用と

なお、車いす使用者用の駐車場は、幅を３．５ｍ以上とし、

建築物の主要な出入口からの距離ができるだけ短くなる位置に設ける。また、

来館者用及び従業員用の駐車場については、近隣の公共駐車場を利用する

ものとし、考慮しなくてよい。

１
１５

（３）駐輪場は、来館者用として、２０台分（１台当たり０．５ｍ×２ｍ程度）を設ける。

（４）ごみ置場（約６㎡）を設ける。

（５）敷地内の通路に設けるスロープは、幅を１．５ｍ以上、勾配を　　以下とする。

（６）（１）～（５）の「その他の施設等」は、床面積に算入しないものとする。

２．面積表
１ ～ ３ 階の床面積及びその合計を記入す る 。 なお 、 各階の床面積については 、

その算定式 も 記入す る 。

②塔屋を除 く 建築物の高さ 、 階高 、 天井高 、 １ 階床高 、 主要な室名を記

入する 。

③は り 及びス ラブの断面を図示する 。

１／２００
（４） 断 面 図 ①切断位置は 、 プールを含み 、建築物の立体構成 （ １ ～ ３ 階 ） 及び

する 。

下表によ り 、 所定の図面を作成し （ フ リ ーハン ド で も よい 。 ） 、 必要な事項を記入

図面及び縮尺 特 記 事 項

兼
配 置 図

１ 階平面図

１／２００

（１）

２ 階平面図
１／２００

（２）

３ 階平面図
１／２００

（３）

１．要求図面

Ⅱ．要求図面等
設計製図答案用紙

て記入する 。

の定められた枠内 （ 寸法線は枠外で も よい 。 ） に 、 黒鉛筆を用い

Ｐ Ｓ 、煙突と記入する 。

①建築物の主要寸法 （ 柱割り及び床面積の計算に必要な程度 ） を記入する 。
②室名等を記入する 。
③ダク ト スペース 、パイプシャフ ト 、煙突の位置を図示し 、それぞれＤ Ｓ ，

④ １階平面図兼配置図には、次のものを図示する 。
イ ．断面図の切断位置
ロ ．建築物の出入口
ハ．地階部分の位置 （ 点線で図示し 、床面積を記入する 。 ）
ニ ． ド ラ イエ リ アの位置
ホ ．駐車場 （ 台数及び出入口を明示する 。 ）
ヘ ．駐輪場 （ 台数を明示する 。 ）

ト ． ごみ置場
チ ．通路 、植栽等
⑤教室 、 図書室 、 和室 、 浴室 、 プール室 、 ト レーニ ン グルーム 、
エア ロ ビ ク ス ス タ ジオ 、 更衣室 、 ラ ウ ン ジ 、 レ ス ト ラ ン 、 事務
室の床面積を記入する 。
⑥更衣室にはロ ッ カー 、 洗面台 、 シ ャ ワー 、 サウナ 、 便所を図

⑦屋上庭園には 、 面積を記入し 、 植栽 、 屋外フ ァ ニチャー 、 その
示する 。

他を詳細に図示する 。

合のみ ） を図示する 。
⑧ ２ 階平面図及び ３ 階平面図には 、 それぞれ直下階の屋根 （ あ る場

⑨ ２ 階平面図及び ３ 階平面図には 、 吹抜け と な る部分を図示する 。

屋根形状がわかる断面 とする 。 なお 、 地下 １ 階については図示し
な く て よい 。

特 記 事 項床 面 積室 名部門

１００㎡約

１００㎡約 ・ Ａ Ｖ コーナー及び展示コーナーを設ける 。

和 室 約 ５０㎡ ・ 囲碁、将棋、華道、茶道等、多目的に利用する 。

１２０㎡計約 ・ 各種講座 、 サー ク ル活動等に利用で き る室を ２ 室

（ 約 ６ ０ ㎡／ １ 室 ） 設け る 。
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・気泡浴槽 （約１ ５㎡ ） をプールサイ ドに設ける 。
・ プールは長さ ２ ０ ｍ 、幅９ ｍ 、最深１ ． ２ ｍ とする 。

監 視 室 適 宜 ・ プール室を見渡せる位置に計画する 。

プ ー ル 室

ン グ ル ー ム

４５０㎡約 ・ 地上 ２階に設ける 。

２００㎡約 ・ 各種運動器具を利用して 、 ト レーニングを行 う 。

ス タ ジ オ

６０㎡計約

それぞれに脱衣室を設け る 。

更 衣 室 ２４０㎡ ・男性用、女性用として２室 （約１ ２ ０㎡／１室 ） を設ける 。

の利用者が使用する 。

し ない よ う に計画する 。

・ ロ ッカー、洗面台、 シャワー、サウナ、便所を設ける 。
・ プール室と更衣室との間の動線は 、他の動線と交錯

ト レ ー ニ

ラ ウ ン ジ

・ 自動販売機コーナーを設ける 。

講 師 控 室 ２０㎡約

適 宜 ・教室、和室に対する湯茶のサービスに利用する 。

３０㎡

適 宜

パ ン ト リ ー

指 導 員 控 室

計約

計約

・ 男性用 、女性用と して ２ 室 （ ３ ０ ㎡／ １ 室 ） を設け 、

・ 男性用、女性用と して ２室 （ １ ５㎡／１室 ） を設ける 。

図 書 室

器 具 庫

レ ス ト ラ ン １５０㎡約 ・ 外部から も直接利用でき る よ う にする 。
・ 厨房及び便所 （ 従業員用 ） を設ける 。

適 宜

エ ア ロ ビ ク ス ・ 音楽に合わせてダンスや体操等を行う 。

プ ー ル 観 覧 用
ギ ャ ラ リ ー

ためのスペース とする 。

ホ ー ル

エレベーターホール 適 宜

エ ン ト ラ ン ス 適 宜

ろせる よ う に計画する 。

１００㎡約

する 。する 。

・ 地上 ３ 階に設け 、 来館者が自由にプール室を見下

・ 吹抜けを設け 、高木 （ 樹高 ８ ｍ 、枝張 り ４ ｍ ） を植栽

・ スポーツ施設部門の利用者の休憩 、 交流 、 待合せの

・ 来館者の入退館の管理並びに生涯学習部門及びス

ポーツ施設部門の料金徴収ができ る受付を設ける 。

事 務 室 ５０㎡約

医 務 室 ３０㎡約

教 室

適 宜

適 宜 ・車いす使用者用便所を併設する 。

倉 庫

便 所

そ

の

他

電 気 ・ 機 械 室 ４００㎡約 ・ 地下１階に設け、 ド ライエ リ アを付設する 。

（注）上記の床面積の合計（地下１階及び適宜を除く。）は、約１，７００㎡となる。

・ プール室 ト レーニングルーム及びエアロビ ク ススタジオ

・ 壁の一面に鏡を設ける 。

受　験　番　号試　験　場

は、最低部分の高さ を ５ ｍ以上とする 。
・ 天井高 （ 天井のない場合は、は り下端までの高さ ）

・ 自然採光が十分採れる よ う に計画する 。
・ 屋上庭園との関係に配慮する 。
・ プール観覧用ギャ ラ リーとの関係に配慮する 。
・ プール室の入口に足洗槽を設ける 。
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最終訂正日 ： ２ ０ １ ０年１ ０月２ ９日ｈ ｔ ｔ ｐ ： ／／１ ９ ｔ ｏ ｒ ｕ ｚ ｏ ． ｎ ｅ ｔ ／

一級と るぞ！.Net からのお願い ：添削を希望される方はエスキース時間と作図時間を答案の右下に記入して下さい。
＊本課題は平成２１年１２月現在のバリアフリー法に従い、一部変更しています。
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